
 

 

 数多い試料から結晶方位の近いｇｒｏｕｐ化を行うために極点図をプロファイルに変換する 

 ＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅｔｏＰｒｏｆｉｌｅソフトウエア 
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 測定データ 

  

 

 

 

 データ処理データ 

 

 

 

  

 

 プロファイル加工 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０１６年０９月２２日 

     HelperTex Office 

      

    http://www.geocities.jp/helpertex2 

 

操作上、不都合がありましたら helpertex＠yahoo.co.jp へ連絡下さい。修正版は mail で送付致します。 



概要 

   大量なデータの整理や、蓄積したデータベースから、今測定したプロファイルと同じデータを 

検索するのにＣｌｕｓｔｅｒ解析が行われている。 

この手法を極点図に適用する目的で、データ処理済みの極点図からＣｌｕｓｔｅｒ解析で扱える 

フォーマットに変換するソフトウエアである。 

データは、β軸に対し、α軸方向の平均値のプロファイルに加工する。 

入力データは、極点データ処理であるＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ２ソフトウエアが作成する 

ＴＸＴ２フォーマットとする。 

 

入力データ（ＴＸＴ２） 

   

 

 複数の極点図の場合、全ての極点図で条件が一致していること 

  α軸のｓｔａｒｔ，ｓｔｉｐ，ｓｔｅｐ 

  β軸のｓｔａｒｔ，ｓｔｏｐ，ｓｔｅｐ 

 

 更にＣｌｕｓｔｅｒで検索する場合、全ての試料でも上記測定条件が一致させなければならない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



プログラム 

 

 

同一ｓａｍｐｌｅの複数の極点図を指定できる。 

    指定するファイルの先頭は指数であること 

  

プロファイルを作成するディレクトリとファイルを指定 

 

 

Ｓｔａｒｔ，Ｓｔｅｐは入力データから表示される。 



プロファイルの確認 

 

Separate Standard Disp 

 

各々の極点図で、α方向の積算をβ方向にプロファイルを作成 

 

Separate DataExtansion Disp 

 

各々の極点図で、α方向の積算をβ方向にプロファイルを作成し、左右に１ブロックｃｏｐｙする。 

Ｃｌｕｓｔｅｒのシフト検索に対応 



Connection Standard Disp 

 

α方向の積算値の複数のプロファイルのつなぎ合わせたプロファイル横軸はｎｕｍｂｅｒである。 

 

Connection  DataExtansion  Disp 

 

シフト検索用連結プロファイル 

 

 

 

 

 

 

 

 



ファイル作成 

 

で以下の構造でファイルが作成される。 

 

 

 

 

複数の試料も同じように検索ファイルを作成する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



テストの為にアルムニウム１１００と５０５２試料でＣｕｌｓｔｅｒ用ファイルを作成し検索してみる。 

各々、極点図を０，１０，２０、４５度の回転したファイルも作成する。 

極点処理条件は以下とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５０５０入力データ 

  

ＲＤ＝０度処理結果 

  

ＲＤ＝１０度処理結果 

  

ＲＤ＝２０度処理結果 

  

ＲＤ＝４５度処理結果 

  

 

 

 

 

 

 

 



Ａ１１００入力データ 

  

ＲＤ＝０度処理結果 

  

ＲＤ＝１０度処理結果 

  

ＲＤ＝４５度処理結果 

  

 

本ソフトウエアで、Ｃｌｕｓｔｅｒ用ファイルを作成する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５０５２のＲＤ＝０を５０５０－ＲＤ００ファイル名で作成 

  

 で作成完了 

 同じように全てのデータをＣｌｕｓｔｅｒ用に変換 

Ｃｌｕｓｔｅｒソフトウエア（Ver2.141 以降） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



処理条件の編集 

  

ｒａｎｄｏｍレベルの高い極点図の場合、Ａｍｏｒｐｈｏｕｓの決定が重要なので、 

ＲａｗＤａｔａｒｅａｄプログラム(Ver.2.102 以降)でチェックを行う。 

データは generalText フォーマットで作成した Cluster 検索データをロード 

  

 

 

 

 



 処理―＞バックグランド 

  

 適当な点数、繰り返しを入力 

  

 繰り返しして、ほぼピークの裾野を捉えたパラメータをＣｌｕｓｔｅｒ条件に入力 

   



PoleFigureProfile データを検索の為、Ｆｉｌｅ－＞ＦｉｌｅＴｙｐｅ－＞Ｇｅｎｅｒａｌを選択 

 が表示される。 

 

検索する、ディレクトリを選択 

で検索テーブルを作成 

  

 表示されているデータから検索しないデータは削除出来る。 

  

 

 

 検索が開始される。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 



 

1100 と 5052 の{111}極点図の相関係数は 0.97 である。 

表示しているファイル名をクリックして黒に変えてＤｉｓｐでプロファイルの確認が出来る。 

  

 



シフト検索の場合、拡張したデータを指定 

 

RD=45 度を考え 

 

 

 

アルミニウム１１００と５０５２がＲＤがずれていても、分離出来る事がわかります。 


